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問題と目的
描画法とは
描画法とは描画を用いて人格を知ろうとするもので，人格測定法のなかでは投映法に分類される
（青木，1979）。心理臨床の現場では，描画法が頻繁に用いられている（小JI[・Chris,1992）。描画法は，
主に言葉では表現されない心の内面や，パーソナリテイの本質的な部分を理解したいとき，描き手
が気づいていないパーソナリティの側面を知り援助したいとき等に，描画は実施される（高橋，
2008）。また，描画を描くこと自体が言語による防衛を突破してカタルシスに導くこともあり（伊集
院，2009），治療効果も期待できると考えられる。藤中（2010）は，描画法において重要なのは，病態
診断力や予測力ではなく，心理臨床行為を促進させるカが備わっていることであると述べている。
以上のことから，描画体験自体の治療効果が，今後重要視されてくると思われる。
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描画体験の治癒効果
描画の過程にはカタルシス，洞察，自己実現など，心理療法において効果を持つ要因がはたらい
ているといわれているが，描画による治療効果が表れるためには，描き手と面接者が描画行為の後
に語り合うことが必要である（高橋，2007）。この描画後の対話 (PostOra・叫ngD旭logue)（高橋，2007)
に関連し，藤井（2010）は描画法の一種である母子画を用いて面接法の検討を行った。具体的には，
半構造化面接を実施し，自分が描いた母子画を見て自由連想を行う調査協力者と，自由連想を行わ
ない調査協力者の気づきの有無について検討した。結呆，描画を見ていない個人よりも，前者の方
が，自身が気づいていなかった母親への思いに気づき，そこから自分の考えを深めることができて
いた。これは，自分の描いた母子画を眺めて吟味することによって，自己を改めて見つめなおした
り，自己の気づいていなかった側面に気づく契機となったからであると考えられる。また，古川
(2010）は，クライアントが自分で描いた風景構成画を振り返ることで，自身の変化の肯定的側面や，
自己の否定的側面に気づいたことを報告している。
以上より，描画を振り返るという体験そのものに描き手の気づきを促す治療効果があることが示
唆されるが，描画法はこれまでに数多く開発されている（名島・杉本・金子，2004）ことを考えると，
描画体験は描画法によって異なる可能性がある。そこで本研究では，人物画のひとつである母子画
に焦点を当てる。
母子園（Motherand Child Drawings) 
母子画とは， Gillespie(1989）によって考案された描画法であり，描き手の自己認知や他者との関
係様式，早期の母子関係などが反映されると考えられている（藤井，2010）。そこでは，母親像と子ど
も像が内的世界の自己と対象を表象し，母親像と子ども像の交流が自己と対象の交流を象徴する。
そして，それが投映されたものが現実の対人関係であると考えられている。つまり，母子画に表現
された母親と子どもの関係性を読み取ることにより，描き手の対象関係を理解することが可能とな
るのである（馬場，2005）。
わが国では，馬場。005）を中心に研究が進められてきており，母子画と愛着スタイル尺度や東
大式エゴグラムといった質問紙との関連や，非行少年に実施した母子画の特徴や面接場面での母子
画の使用法などについて，量的・質的研究の両方が行われている。しかし，母子画を描くという行
為からどのような気づきが得られるのかという点について系統的に調査した研究は見当たらない。
そこで，本研究では母子画を描くことでどのような体験が得られるのかという点に着目する。
母子関係の理論
Gillespie (1994松下・石川訳 2001）は，母子画における背景理論として，対象関係論を挙げてい
る。人生における最早期の関係は母子聞にみられ，赤ん坊は誕生以前の 9か月間に，母親とこの上
なく親密な接触をするという体験を持ち，そのような接触が子どもにとって世界に出ていく出発点
となるため， 「母親J！：＇.言う概念は世界を理解する基礎として形成されていく（Gill田pie,1994）。母
親のような世話するものから提供される機能は，子どもとの相互交流を通して，次第に内在化され
ていく（G叩!nick,1990野中・渡辺訳 1999）。この過程において，Winnie国（1987成田・根本訳 1993）は
「抱えること (holding）」を重視し，赤ん坊は「抱っこ」されることで， 「信頼の経験」に基づいて
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外的な刺激を取り入れていくことができると考えた。 Bion(1962福本訳 1999）は，乳児が 1人で処
理しきれない感情体験を経験しているとき，付随している不必要で不適切な情緒や感情の部分を母
親が受け止めて吸収し，乳児の受け止めやすい表現に置き換えて返していく能力を間四e能力と名
付けた。そうした関わりを受けた子どもは，その後の人生における経験を不安や恐怖で迎えるので
はなく， 「大丈夫だろうj という予感を支えにして受け入れることができるようになると考えられ
ている。
PAC分析について
描画の説明では，より意識的で状況依存的な描き手の心情が現れる可能性がある（近藤，2012）。こ
のことに関連し，藤中（2008）は，カウンセラーとクライアントが会話をしながら描画を媒介とし
て自己理解を進めていくためには，描画行動と日常行動を結びつけることが必要であると指摘して
いる。しかし，描画中に体験したことを感じて言語化するためには，何らかのしかけが必要である
（藤中，2010）。そこで，本研究ではPAC分析に着目した。
PAC分析とは，内藤（2002）によって開発された「個」を科学する方法である。これを描画で用
いる場合，描き手が自分で描いた描画を眺め，浮かんだイメージや言葉をカードに記述する。さら
に，そのカード同士の相闘を描き手自身に判断させたのち，クラスター分析を行い，クラスター名
を描き手に付けさせる。 PAC分析は，パウムテストの振り返り体験を検討した研究（藤中， 2010）で，
その有用性が確認されており，描画行為中に感じていたことを再体験し，体験を探索することで明
確化が容易になり，その結果，描画行動を日常行動に関連づけることが実現できる（藤中，2010）。よ
って，本研究でも PAC分析を用いることで，母子画の描画体験を明らかにすることができると考え
られる。
本研究の目的
子どもが基本的なまとまりをもったパーソナリティを獲得するためには，母子聞の「関係性」が
子どもに対して適切に機能することが大切であることが指摘されている (J1上，2014）。また，重篤な
ネグレクトや虐待を受けた子どもは愛着障害となることもあり，愛着障害の子どもは嘘つき，泥棒，
良心に欠けるなどの様々なネガティプな特徴を持つようになることが指摘されている債ior& 
Gaiser, 2006加藤訳 2008）。前述したように，描画体験そのものの治療効呆が重要視されているため，
母子画によって得られる気づきを明らかにすることは，母子関係に問題のあるクライアントの心理
療法という観点から考えても有意義であると恩われる。また，心理面接場面において母子関係は重要
な視点のひとつであり，母子画を面接で実施する際のねらいとなる観点や心理療法として効果を持
つ要素を見いだせれば，母子画を心理臨床場面に適用する可能性が広がると考えられる。そこで本
研究では，母子画を描くことでどのような体験が得られるのかについて探索的に検討することを目
的とする。こうした研究は既に馬場（2005）や藤井 ο010）によって行われてきたが，PAC分析を用
いて母子画の描画体験を検討したものは見当たらない。そこで，PAC分析を用いることで，描き手の
自己理解や気づきといった治療効果が見られるのかどうかについて検討する。
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方法
調査参加者・調査時期参加者はA大学の学生24名（男性6名，女性 18名）とした。参加者の
平均年齢は，23.47歳。D=l.64）であった。調査期間は平成26年 10月～1月であった。
調査材料 A4のケント紙と 3Bの鉛筆，消しゴム，自由連想記述表，類似度評定表。
調査手続き調査は2回に分けて行った。第 1回目では，母子画およびPAC分析で用いるデータ
の調査とした。まず，参加者に母子画を描かせた。実施の際には，紙を横向きに配布して行った。
教示は G出国：pie(1994）に従い，「お母さんと子どもの絵を描いてください」とした。同時に，調査
内容に絵を描く技量は関係していないこと，時間制限はないこと，鉛筆と同時に配布した消しゴム
はいくらでも使用してよいことを伝えた。
描画後に，PAC分析を行った。具体的な手順としては，まず母子画を眺めながら浮かんでくる言葉
や文章を自由連想記述表に記述させた。その後，自由連想で浮かんできた言葉や文章を lつずつ比
較し，それらがどの程度近いか，もしくは遠いかという点について参加者本人に評定させ，自由連
想語の類似度評定表を作成した。項目は「Aとても似ている（近い）」～「Gまったく似ていない｛と
ても遠い）」の7件法とした。そして，類似度評定表をもとにクラスター分析を行い，自由連想語を
グループにまとめた。
第2回目は面接調査とし，クラスター分析の結呆と母子画を見せながら，半構造化面接を行った。
まずクラスター分析で抽出されたグループlつlつにグループ名をつけさせた。次に内藤 ο002）を
参考に「（クラスター分析の）それぞれのグループについてどう思うかJ，「グループ同土を比較し
てどう思うかJ' 「グループ全体を眺めてどう思うか」という 3つの質問を行い，必要に応じて補
足質問を行って終了とした。
評定協力者・評定時期 評定協力者はA大学大学院所属で臨床心理学を専攻する大学院生および，
研究生の4名（男性1名，女性3名）とした。平均年齢は24.25歳 （SD=-0目83）であったo 評定時期
は，平成26年 12月であった。
評定項目 評定項目については，全 16項目であった（TableI）。評定項目 1～5に関しては藤井
(2010）を参考に考案した。評定項目 1「理想の母子関係」は，過去および現在の理想の母子関係が
面接調査で語られた場合とし，母子画に描かれた登場人物の理想および描き手自身の理想を含むこ
ととした。評定項目 2「思い出」は，過去に起こった出来事や母子関係に関する語りであり，すべて
が実際の出来事である必要はなく，実際の出来事を元にした語りの場合も含むこととした。評定項
目3「過去の母子関係に関する気づき」は，過去に起こった出来事および母子関係に関して，改めて
気がついたことが語りに含まれるものとした。評定項目 4「母親への思い」は，現在および過去に
おける母親に関する感情，もしくは母子画に描かれた母親に関連する感情および考えが語りに含ま
れているものとした。評定項目 5「子どもへの思い」は，現在および過去における子どもに関連す
る感情，もしくは母子画に描かれた子どもに関連した感情および考えが含まれているものとした。
評定項目 6および7は，近（2010）を参考に考案した。評定項目 6「現荘の母子関係」は，描き手の
現在の出来事および母子関係に関連する語りが含まれているものとした。評定項目 7「現在の母子
関係に関する気づき」は，現在の出来事および母子関係に関して，改めて気づいたことが語りに含
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まれているものとした。評定項目 sr変イ包」は，原田・石田・内海（2009）を参考に作成し，過去か
ら現在にかけて変化したことが語りの中に含まれているものとした。評定項目 9「対立葛藤」は，久
保 σ000）を参考に考案し，過去および現在のアンピパレントな感情や出来事が語りの中に含まれ
ているものとした。評定項目 10～12は ChildAttachment Int町view(CAI : Taget, Fa田.gy,& 
Shmueli Go出，2003）を参考に作成した。評定項目 10「とらわれjは，過去および現在の出来事にと
らわれている様子で，怒りのみではなく，巻き込み型の誹誇中傷および侮蔑も含む語りが含まれる
ものとした。評定項目 1 「理想化」は，過去および現在の母子関係に関して，根拠や裏づけのない
『理想的な』親として話している内容を語りの中に含むものとした。評定項目 12「拒絶」は親への
愛着，もしくは親と一緒にいることなどの愛着経験を否認している程度が強い語りを含むものとし
た。
さらに，評定を行う前に，本評定と同じ手続きで予備的な評定調査を行った結果，必要と判断さ
れた「13.母子のポジティブな関係性J• 「14.母子のネガティプな関係性J• 「15.その他（母子関
係含む） J • 「16.その他（母子関係含まない）」を評定項目に加えた。
評定手続き まず面接調査データの逐語記録を作成した。その後，逐語記録を質問内容ごとにパ
ラグラフに分け，評定資料を作成した。なお，パラグラフに分けたのは，評定をより行いやすくする
ためであった。次に，評定協力者に参加者の母子画体験の評定を行わせた。評定項目は，1つのパラ
グラフに対して複数数回答可とし，参加者の語りの内容が当てはまると感じるものを選ばせた。ま
た， 「15.その他（母子関係含む） J • 「16.その他（母子関係含まない）」に関しては，評定者に自
由記述でカテゴリー名を回答させた。
Table 1 
母子画の語りに関する評定項目
1.「理想の母子関係」
2 「思い出」
3 「過去の母子関係に関する気づき」
4.「母親への思い」
5 「子どもへの思い」
6 「現在の母子関係」
7.「現在の母子関係に関する気づき」
B 「変化」
9 「対立葛藤」
10.「とらわれ」
1.「理想化」
12.「拒絶」
13.「母子のポジティブな関係性」
14.「母子のネガティプな関係性」
15.「その他（母子関係含む）J
1ιIその他正母子関係含まない）」
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結果
まず，各参加者の語りの評定結果をもとに，代表値を算出した。具体的には，評定項目が選ばれた
回数を合計するのではなく，l人の参加者の語りの中で，同じ評定項目が複数回選択されていた場合
も 1固として数えた。これは，参加者ごとにパラグラフ数が異なっているため，度数を算出するよ
りは，代表値としたほうが分析により適していると判断したためである。次に，選択率を算出した
ぐTable2）。選択率とは，各評定項目が，選ばれたすべての評定項目の中でどの程度選ばれたかという
割合である。
以上の分析の結果，母子画についての語りとして多かった項目は， 「1.理想の母子関係」（10%)'
「2.思い出」（11%)' 「4.母親への思いJ(11.8%)' 「s.子どもへの思い」（10.7%)' 「13.母子
のポジティプな関係性」（14.0%)' 「15.その他（母子関係を含む）」（8.2%)' 「16.その他（母子
関係を含まない｝」（14.9%）であった。逆に， 「8.変化」（1.1%わ 「10. とらわれ」（3%)' 「11.
理想化」（1.3%) ' 「12.拒絶」（1.8%)' 「14.母子のネガティプな関係性J(1.6%）は語られること
が少なかった。以下に，「13.母子のポジティプな関係性」および「12.拒絶」に分類された参加者
の母子画例を示した σigurc1～2）。これらに闘しては、ポジティプな母子関係に関する評定項目の
中で最も選択率の高かったものが「13.母子のポジティプな関係性Iであり，ネガティブな母子関
係に関する評定項目の中で最も選択率の高かったものが「12.拒絶」であったため，代表例として
適していると考えられたためである。
Table 2 
各評定重目の選択率
評定項目 選択率｛%2
1.理想の母子関係 10.0 
2.思い出 11.1 
3.過去の母子関係に関する気づき 4.7 
4.母親への想い 11.8 
5.子どもへの想い 10.7 
6.現在の母子関係 3.1 
7.現在の母子関係に関する気づき 2.4 
8.変化 1.1 
9.対立葛藤 2.7 
10.とらわれ 0.7 
1.理想化 1.3 
12.拒絶 1.8 
13.母子のポジティブな関係性 14.0 
14.母子のネガティブな関係性 1.6 
15.その他（母子関係を含む） 8.2 
16.その他（母子関係を含まない） 14.9 
合計 100.0 
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評定項目r1s.その他（母子関係を含む）』で得られた評定者の自由記述内容をまとめた σable3）。
『母子の感覚』は，抱き，抱かれた感触J• 『赤ちゃんが抱かれたときに感じる感覚J• 『絵の中の
母子の感覚1など，描かれた母子が感じている感覚を表現した語りが含まれるものとした。『家族関
係に闘する語り』は， 『家族への思いJ• 『理想の家旗像J' I親子に対するイメージ」など，母子
関係も含んでいるが，母子以外の家族成員に関して言及がされている語りを含むものとした．『母子
Fi伊lfeI. 「13.母子のポジティプな闘係性」の母子画例
ぬ
1 
J 
?
?
F噂官官el. 『12.拒絶』の母子画例
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T＇瓦ble3 
評定項目「15.その他（母子関係を含む）」で得られた自由記述
母子の感覚 母子関係に関連したイメージ
「抱き，抱かれた感触」 「浮かんだ母子についてのイメージ」
「赤ちゃんが抱かれたときに感じる感覚」 「母子に対するイメージ」
「絵の中の母子の感覚」
家族関係に関する諮り
「家族への思い」
「理想の家族像」
「家族への愛着」
母子画の母子への同一化
「お迎えの過程で母親が感じたこと」
「子どもの気持ち」
「母親の立場にたっての想像｜
描き手の感想
「絵を眺めてみての気づき」
「過去の出来事についての現在の感想」
「絵を描いてみての感想」
画の母子への同一化』に関しては，「お迎えの過程で母親が感じたことj，「子どもの気持ちん「母
親の立場にたっての想像」など，描かれた母子のどちらか，もしくは両方に描き手が同一化し，気持
ちゃ感情を述べている語りが含まれているものとした。『母子関係に関連したイメージ』は，「浮か
んだ母子についてのイメージJ' 「母子に対するイメージ」など，母子関係に関連したイメージに
ついての語りが含まれるものとした。『描き手の感想』は， 「絵を眺めてみての気づきJ' 「過去の
出来事についての現在の感想」， 「絵を拾いてみての感想」など，母子画を客観的に眺めて浮かん
できた感情や気づきの語りを含むものとした。
評定項目「16.その他（母子関係を含まない）」で得られた評定者の自由記述内容をまとめた
σめle4）.。『描き手のイメー ジ』は， 「絵からわくイメージJ' 「散歩のイメージJ' 「ポジティブな
イメージ」など，母子関係に関連しておらず，かっ母子画を眺めて浮かんできたイメージについて
語られているものを含むものとした。『描き手の気持ち・気づき』は， 「自分の価値観に関する気づ
き」， 「ポジティプ・ネガティプな感情」など，母子関係に直接関係していない，描き手の気づきゃ
感情について語られているものとした。『母子以外の家族成員に関する語り』は，「父親に対する感
情J，「兄弟聞の関係性」など，母子関係に直接関連しておらず，かつ母子関係以外の家族成員に関
する語りが含まれているものとした。『描き手の過去に関する語り』は，「描き手の過去に対する語
りJ，「描き手の過去に対するネガティプな感想」など，母子関係を含まない内容で，描き手の過去
に関する語りが含まれているものとした。『描画の説明』は，「絵の設定」，「絵の中の様子J，「休
日の過ごし方」など，母子画に描かれている状況を説明している語りを含むものとした。『母子画の
印象』は， 「客観的に絵を見たときに感じた印象」や「描き手の主観」など，母子画を見た際に描
き手が客観的に感じた印象についての語りを含むものとした。『その他の語り』は，「絵のテーマや
絵を通して描きたかったことについて」， 「将来の不安」， 「自分の現在の心境と絡めた語り」な
ど，グループとしてまとめられなかった語りとした。
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Table 4 
評定項目「16.その他（母子関係を含まない）」で得られた自由記述
描き手のイメージ
「絵からわくイメージ」
「散歩のイメージ」
「ポジティプなイメージ」
描き手の気持ち・気づき
「自分の価値観に関する気づき」
「ポジティプ・ネガティプな感情」
母子以外の家族成員に閲する語り
「父親に対する感情」
「兄弟聞の闘係性」
描き手の過去に闘する語り
「描き手の過去に対する語り」
「描き手の過去に対するネガティプな感想J
描画の説明
「絵の設定」
「絵の中の様子J
「休日の過ごし方」
母子画の印象
「客観的に絵を見たときに感じた印象」
「描き手の主観J
その他の語り
「絵のテーマや絵を通して描きたかったことについて」
「将来の不安J
「自分の現在の心境と絡めた語り」
考察
母子園の描画体験に聞して
本研究の目的は，母子画を描く過程でどのような体験が得られるのかという点について検討する
ことであった。そこで， PAC分析で得られた語りの内容を評定項目に基づいて分類させ，各評定項
目の選択率を算出した。その結果，すべての評定項目が複数回以上使用されていた。よって，本研
究で筆者らが生成した評定項目は，母子画に関する語りを分類する評定項目としてある程度の妥当
性を有していると考えられる。
評定項Hの遺択率の高さから，母子画に関する語りとして得られやすいのは，「理想の母子関係」，
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「思い出J，「母親への思いJ，「子どもへの思いJ，「ポジティブな母子の関係性J• fその他（母
子関係を含む）」， 「その他（母子関係を含まない）」であることが明らかになった。なかでも「ポ
ジティプな母子の闘係性Jがもっとも多く，母子画の典型例は，母子のポジティプな関係性を描い
たものであるという馬場（2005）の指摘と一致する。本研究の参加者も馬場。005）と同様に，一般
の大学生であったため，母子関係に大きな葛藤がなく，ポジティプな母子イメージを有している者
が多かったと推察される。
次に多く得られた語りは， 「思い出」であった。 描画法はアセスメントの手段として使用される
ほかに，治療の一環として実施され，描かれた内容を媒介として，心理面接を進めていくこともあ
る（金沢，2013）。本研究では，『小さいころに一緒に料理を作った様子』や『スーパーからの帰り道』
など，描き手の実際の出来事を元にした思い出が多く語られたことから，面接の中で母子画を用い
ることで，描き手の過去の母子関係について扱っていくためのきっかけが得られる可能性が示唆さ
れた。また，参加者の中には，実際の思い出を想起して，『描き終わってみると自分の母親ではない
気がする』など，違和感を述べる者もいた σigure3）。このことに関連し，近藤 ρ012）は，描き手が
描画を改めて眺め，振り返る中で，『現実的じゃない』と驚き，自我違和のともなう反応をすること
もあったと述べている。そして，その違和感は『なぜこれを描いたのか』という疑問に変わり，描
画の変化を探る動機につながっていた。高松・喜田・石因。013）でも，母子画において意識的な母
子関係のとらえ方と意識していない母子関係のとらえ方の差異がある可能性が示唆されている。母
子画には内的な母子関係が投映されやすいことから，こうした違和感は意識的に認識している母子
イメージと，描き手があまり意識していない部分の母子イメージとの差異を表している可能性があ
る。描き手が母子画を眺めた際に生じる違和感は，自身の母子関係について改めて吟味するきっか
けを与えるため，心理療法の促進につながる可能性がある。
＼． 
Figure 3. 「思い出」の母子画例（違和感あり）
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「思い出」の次に多く得られたのは，「母親への思い」，「子どもへの思いJ，「理想の母子関係」
といった語りであった。この点は，藤井（2010）の研究結果と一致している。「母親への思い」では，
『お母さんといられて楽しい』，『お母さんと一緒にいたい』という子どもの気持ちについて多く
語られ， 「子どもへの思いIには『子どもが大きくなったんだなあという気持ち』，『可愛い』と
いった子どもに対する母親の気持ちが多く語られた。母子画を描く際，描き手は母親か子どものど
ちらかに同一化することが指摘されており（Gillespie,1994），本研究でもこの母子画を介しての「同
一化」という体験が確認されたと考えられる。
「理想の母子関係」に関しては，『自分が母親になったらこうなりたい』というような，自身の
将来の展望・希望に関係する内容の語りと，『理想的すぎるかもしれないが，こういう母親がいて
ほしい』といった，自身の願望が込められた語りに分かれた。藤井（2010）では，前者のようなタ
イプが見いだされたが，後者のようなタイプは本研究で新たに得られた知見である。後者の場合，
描き手の実際の母子関係，あるいはそのイメージは，理想とは異なっている可能性がある。 Gillespie
(1994）は，虐待を受けている子どもが温かい母子の絵を描くなど，現実を否認する母子画を描くこ
ともあると指摘している。本研究の参加者も，理想の母子イメージを描くことで現実を否認した母
子画を描いたが，後で眺めることによって違和感を抱いた可能性がある。
「現在の母子関係J， 「現在の母子関係に関する気づき」， 「変イ包」といった，描き手の現在の母
子関係に関する語りは，過去の母子関係に関する語りよりも少なかった。このことに関連し，年齢
を重ねるほど，母子画に描かれる母子像は描き手の現実から離れる傾向にあり，特に青年期以降は
内的体験と現実の大きな格差が存在することが指摘されている（松下・石川， 1999）。また，馬場
(2005）や藤井（2010），成因。010）などの研究では，母親と幼い子どもに関するものが描かれるこ
とが多かった点を考えると，母子画で生じる一般的な大学生の母子イメージは母親と幼い子どもで
あると考えられる。母親と幼い子どもという内的イメージが母子画に投映されやすかったために，
現在の母子関係に関する語りは少なくなったと考えられる。しかし，本研究の参加者は，親からの
心理的離乳が進む大学生という時期であり，親からの精神的な自立が「現在の母子関係」という形
で母子画に描かれた可能性がある。
一方，「現在の母子関係に関する気づき」の語りは，『自分も年齢を重ね，母親とも大人同士の関
係性になった。子どもだったころは受け入れられなかったことも，今はできるようになった』とい
う内容が多かった σ甲田4）。これは，現在の母子関係を描くことをきっかけに，自身や母子関係の
ポジティプな「変イ包」に関する気づきが得られやすいものと考えられる。ゃまだ（1996）は，「入れ
子としての母」という題で母と子の絵を描かせると，幼いころの関係性を想起した絵は母親の腕の
中に自身を置くことが多いが，青年期の関係性は「入れ子」である母の中から離れて，母子が対等
である「並び立つ」関係性が多く見られたと述べている。本研究の参加者も，密着した関係性から
やや距離を置いた関係性に移行した青年期にあるため，母子関係に関する気づきが得られた可能性
がある。
一方， 「とらわれJ' 「対立葛藤」， 「拒絶」， 「理想イ己J' 「母子のネガティプな関係性」とい
ったネガティプな内容の語りも少数得られた。健常者の母子画はポジティプな母子関係が描かれる
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ことが多いということは既に述べたが，ネガティプな母子関係も少数みられることが指摘されてい
る（馬場，200S）。心理面接で外傷体験について洞察を探めたり，肯定的な側面を見出したりすること
を心がければ，体験について開示することによって心身の健康が促進されることが指摘されている
（谷口・福岡，200の．本研究でも， 「拒絶』の例を語った参加者σi忽鵬2）は，『この絵は母親が子
どもを無視している絵』と述べたあと，『描いた時はさみしし悲しい気持ちであったけれど，今こ
うして眺めていると，私がこの母子の架橋になってあげたい』と続けていた．これは，ネガティプ
な母子関係を描くことで気持ちの整理がなされ，その後改めて描画を眺めることにより，前向きな
語りが得られたと考えられる。この参加者の描画体験においては，母子画を描くことが内省を深め
る効果を持ら，さらに描画後に描画体験を撮り返って語ることによってそれが促進されたと考えら
れる．
'・ .  ~ ,> 
」匂~ 
Figure4. 『現在の母子関係に関する気づき』の母子画例
自由毘述から鵬みとれる母子園の描圃体蹟
評定項目『IS.その他（母子関係を含む｝」を分類した結果，『母子の感覚』，『家族関係に関す
る語り』，『母子画の母子への同一化』，『母子関係に関連したイメージ』，『描き手の感想』が得
られた．『母子に関連したイメージ」や「描き手の感想』は，藤井｛2010）などの先行研究とも一致
しており，母子画を実施した際に陪得られやすい内容であると考えられる．そこで，本研究で得ら
れた新たな視点である『母子の感覚』，『家旗関係に闘する語り』，『母子画の母子への同一化』
について考察する．
『母子の感覚』に関連して，W幽 icott(1987）は『抱える環境』を重視し，母親が赤ちゃんを抱え
る際に，赤ちゃんは母親の息遣いや腕の強さ．体温を感じており，そうした母親の腕や体によって
表象されるものが赤ちゃんにとっての世界であると述べている．本研究でも『母子の感覚』を語っ
た参加者は，『赤ちゃんがお母さんに抱かれているときの感覚」について述ベていた．ここでは，『抱
えられる環境』何innicott,1987）における赤ちゃんの感覚が表現され，柔らかく包み込むような「内
在化された母子像』｛日llespie,1994）が母子画に投映されたと考えられるσ沼田・eS)o
― 153―
『家族関係に関する語り』では，母子関係を含めた家族関係についての語りがみられた。これは
PAC分析の手順の中に自由連想段階が含まれるため，母子関係から連想して家族の様子も想起され
やすかったことが関係していると思われる。個人の悩みや問題はその人を取り巻く人間関係の影響
を少なからず受けており，特に家族関係は性格，価値観，感情，行動など，個人のあらゆる面に影響
を及ぼしている（原田・石田・内海，2009）。よって，母子画から母子関係のみではなく家族関係の語
りも得られることで，個人のパーソナリティについてより深く知るためのきっかけが得られる可能
性がある。
『母子画の母子への同一化』では，前述したように，描かれた母子のどちらか，あるいは母子両方に
同一化する参加者が多かった。大学生のなかでも，女性は母子画の母親像に同一化しやすく，男性
は子ども像に同一化しやすい（松下・石川， 1999）ことが指摘されているが，藤井（2010）をはじめ
とした，母子画を面接法を用いて検討している研究において「同一化」はあまり見いだされなかっ
た。そのため，本研究では「同一化」を評定項目に含まずに調査を行ったが， 「母子画の母子への
同一化j に関連する語りが多く得られる結果となった。これは，本研究において，自由連想段階
を含むPAC分析を用いたために，内省が促進されやすかったことが関係していると考えられる。
評定項目「16.その他（母子関係を含まない）」では，『描き手のイメージ』，『描き手の気持ち・
気づき』，『母子以外の家族成員に関する語り』，『描き手の過去に関する語り』，『描画の説明』，
『母子画の印象』，『その他の語り』が得られており，母子画を実施することで，母子関係のみでは
なく，描き手の様々な側面についてアセスメントできることが示唆された。「描き手のイメージ」，
「描き手の気持ち・気づき」， 「母子画の印象」， 「母子画の説明」に関しては，PAC分析の手順の
中の自由連想段階で母子画を眺めながらイメージや言葉を連想するため，得られやすい語りの内容
であったと考えられる。 PAC分析はPDDと同様に効果があることが示唆された。また，PDDを効果
的に行うためには習熟が必要であるが， PAC分析は手順が定まっているため比較的簡便に実施が可
能であると考えられる。
Figure 5.『母子の感覚』母子画の例
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母子画は幼少期の母子関係が投映されることが多い（Gille叩ie,1994）。よって，『描き手の過去に
関する語り』では，過去の母子関係が想起された際，母子関係とは直接関係がないが，描き手の過去
に関する話題が連想的に喚起された可能性がある。
本研究の成果と今後の展望
本研究の成果としては，母子画から得られる語りを系統的に分類し，描画体験を明らかにするこ
とができた点が挙げられる。また，母子画を描いた後，それについて語ることで，内的な母子関係
（αllespie, 1994）に関する情報だけではなく，実際の母子関係や家族関係のとらえ方など，さまざま
な情報が得られることがわかった。このように，母子園では，広く家族関係についての理解が深ま
る可能性を持つことが示唆された点も本研究の成果であり，母子画を心理臨床場面で活用していく
際に有用な視点となると考えられる。また， 「拒絶」， 「とらわれJ' 「理想化」など，ネガティプ
な母子関係に関連する語りをもとに，自己理解が促される可能性があることが示された。
また，本研究では，PAC分析の手法を取り入れて面接調査を行った。喜田・高松・石田（2013）で
は母子画と PDIを実施していたが，そこで得られる内容は，「描かれている母子が何を考えている
か」など， PDIで尋ねられた内容に対する回答であることが多かった。しかし，本研究では，母子画
に描かれていない描画の背景となる情報や，自らの母子イメージなど，筆者が直接的に尋ねてはい
ないにもかかわらず，多くの語りが得られた。このことは，描画後の PAC分析により，自由連想を
行ったことで描き手の内省が進み，さらに筆者が自由連想語をグループに分類し描き手に提示する
ことで，描き手自身の漠然とした内省の内容が整理されたためと考えられる。こうしたPAC分析の
特性により，先行研究では見いだされなかった語りの内容がみられたと考えられる。よって，心理
臨床の場面において母子画を用いる際は， PAC分析の手法を取り入れて描画後の面接を行うことで，
書き手の内省を促進することが可能になると思われる。
本研究の問題点として， 「15.その他（母子関係を含む）」および「16.その他（母子関係を含ま
ない）」の選択率が多くなったことが挙げられ，本研究で用いた評定項目が，母子画に関する語りを
分類するカテゴリーとして不十分であった可能性がある。今後は「母子画の母子への同一化」や「家
族関係に関する語り」などを新たに評定項目に加え，母子画の語りについてより詳細に検討してい
く必要がある。
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